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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月18日(2020.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　血圧測定時刻設定プログラムは、服薬時間情報に基づいて血圧測定を行う時刻を設定し
、さらに効果発生時間帯に基づいて血圧測定を行う時刻を設定する処理を実行させるため
のプログラムである（図７及び図８）。また、血圧測定プログラムは、押圧カフ２３１を
利用してカフを装着したユーザの血圧を測定する処理（図１０）を実行させるためのプロ
グラムである。さらに、血圧測定データは、血圧測定プログラムを実行することによって
得られる血圧の時系列データである。詳細は後述する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　背板３０３は、押圧カフ２３１の内周面に沿って配置されている。背板３０３は、帯状
のものである。背板３０３は、例えば、樹脂で構成されている。樹脂は、例えば、ポリプ
ロピレンである。背板３０３は、補強板として機能する。
　背板３０３の内周面及び外周面には、Ｘ方向に延びる断面Ｖ字状またはＵ字状の溝が、
Ｙ方向に関して互いに離間して複数平行に設けられている。背板３０３は屈曲し易いので
、背板３０３は、カフ構造体３０が湾曲しようとすることを妨げない。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　制御部４１３は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＡＭ（Random Access Memor
y）、ＲＯＭ（Read Only Memory）等を含み、情報処理に応じて各構成要素の制御を行う
。記憶部４１４は、例えば、ハードディスクドライブ、ソリッドステートドライブ等の補
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助記憶装置であり、制御部４１３で実行される効果発生時間帯算出プログラム、効果判定
提示プログラム、及び／または、サーバ装置が送信及び／または受信したデータ或いは送
受信データ等を記憶する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　また、血圧測定部５０４は、血圧測定を行うものであれば、血圧測定方式は何でもよい
。血圧測定部５０４は、例えば、オシロメトリック方式によって血圧を測定する。血圧測
定部５０４が測定した血圧値（収縮期血圧値、及び拡張期血圧値）は、記憶部２１４に記
憶される。図１に示したように、血圧測定装置１００は計時部１０６を備えて、血圧値と
共に測定した時刻も取得してもよい。記憶部２１４には、例えば、血圧値の時系列データ
が記憶される。さらに、血圧測定装置１００は、位置情報を取得する装置を備えていても
よく、血圧値を測定した位置も血圧値に関連付けて記憶部２１４に記憶させてもよい。位
置情報は、例えば、血圧測定装置１００がＧＰＳ受信機を備えることによって取得しても
よいし、常に携帯情報端末１５０を携帯していると仮定して携帯情報端末１５０が取得し
た位置情報を受け取ってもよい。　
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　効果発生時間帯算出部６０３は、服薬時間取得部６０１から服薬時間と、薬剤情報取得
部６０２から薬剤情報とを取得し、これらの情報から服薬する薬剤の効果が発生した時間
帯を算出する。そして、効果発生時間帯算出部６０３は算出した情報を血圧測定装置１０
０へ送信する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　提示部６０６は、例えば、判定部６０５で薬剤が有効でないと判定された場合に、記憶
部４１４に記憶されている薬剤情報から、効果が期待される１以上の薬剤を組み合わせと
共に表示する。なお、この組み合わせの中には、有効でないと判定された薬剤も含めるこ
とが望ましい。理由は、例えば、降圧薬の場合には、降圧薬の量を倍増するよりも、種類
の異なった他の降圧薬を少量ずつ併用するほうが良好な降圧効果が得られるからである。
また、判定部６０５で薬剤が有効であると判定された場合には、提示部６０６は有効であ
る薬剤についての情報を提示してもよい。また、提示部６０６は、薬剤が有効であると判
定された場合には、医療従事者が判断するように出力装置４１１及び入力装置４１２を介
して、薬剤情報を受け付けるようにサーバ装置１７０を制御する。さらに、薬剤が有効で
ないと判定された場合には、新たな薬剤の服薬を開始するかどうかを、入力装置４１２を
介して医療従事者に判断してもらい、薬剤情報入力部６０７が新たな薬剤情報を受け付け
てもよい。この場合には、提示部６０６は、例えば、投薬候補となる薬剤リストを提示し
て、医療従事者に選択する薬剤を判断してもらう。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　（ステップＳ９０４）
　ステップＳ９０４では、制御部４１３は、提示部６０６として機能し、記憶部４１４に
記憶されている薬剤情報から、ユーザにとって効果が期待される薬剤の薬剤情報を、出力
装置４１１を介して提示する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
　（ステップＳ９０５）
　ステップＳ９０５では、制御部４１３は、提示部６０６として機能し、ここで処理を終
了するかどうかを判定し、終了しない場合にはステップＳ９０６へ進む。終了するかどう
かの判定は、医療従事者が判断するように出力装置４１１及び入力装置４１２を介して、
サーバ装置１７０が受け付けてもよい。なお、この判定は、医療従事者が自由に設定でき
るようにされていてもよい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
　次に、図７のステップＳ７０８、図８のＳ８０５で血圧測定を実施する場合に、血圧測
定装置１００がユーザの血圧値を測定することについて図１０を参照して説明する。血圧
測定装置１００は、制御部２１３によって、例えば、図１０のフローチャートにしたがっ
てオシロメトリック方式によりユーザの血圧値を測定する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２３】
　＜２＞　
　次に、図１２を用いて、本実施形態に係るサーバ装置１７０のソフトウェア構成の変形
例の別例を説明する。この変形例のサーバ装置は、図６のサーバ装置１７０から服薬時間
取得部６０１を削除し、服薬推定部１２０１を新たに追加したものである。効果発生時間
帯算出部１２０２は、図６に示した効果発生時間帯算出部６０３とは動作が少し異なる。
　服薬推定部１２０１は、薬剤情報取得部６０２が取得した薬剤の情報と、生体情報取得
部６０４が取得した生体情報とから、薬剤が服薬された時間情報を推定する。服薬推定部
１２０１は、薬剤情報から服薬後にどのような効果がどの程度持続する等の情報を把握す
ることができる。さらに服薬推定部１２０１は、生体情報取得部６０４から生体情報を受
け取るので、この生体情報と薬剤情報に含まれる服用時の生体情報とを比較し、この薬剤
が服薬された時間情報を推定することができる。　
　効果発生時間帯算出部１２０２は、服薬推定部１２０１が推定した投薬時間に基づき、
この時間を起点にその後の生体情報を検査して、投薬の効果が生体情報に出現している時
間帯を推定する。
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　したがって、服薬推定部１２０１と効果発生時間帯算出部１２０２によれば、服薬によ
り効果が発生する時間帯を推定することができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２４】
　＜３＞　
　（ハードウェア構成）　
　＜血圧測定装置＞　
　上記の実施形態では、血圧測定装置１００は、図２に示すように、出力装置２１１、入
力装置２１２、制御部２１３、記憶部２１４、ドライブ２１５、外部インタフェース２１
６、通信インタフェース２１７、及び電池２１８が電気的に接続されたコンピュータを含
んでいる。しかしながら、この他にさらに種々の情報処理を行うための装置を備えていて
もよい。例えば、図１３に示される通り、血圧測定装置１００は、さらに、加速度センサ
８０１、気圧センサ８０２、第２圧力センサ８０３、温湿度センサ８０４、開閉弁８０５
、及びセンシングカフ８３１を備えていてもよい。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２９】
　開閉弁８０５は、第２流路形成部材８４２に介挿されている。開閉弁８０５は、例えば
、常時開（Normally Open）の電磁弁である。開閉弁８０５の開閉は、制御部２１３から
の制御信号に基づいて制御される。開閉弁８０５が開状態にある時、ポンプ２２１は、第
２流路を構成する可撓性チューブ８４１及び第２流路形成部材８４２を介して、センシン
グカフ８３１に流体を供給することができる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３１】
　活動量測定部は、加速度センサ８０１により加速度を検出し、活動量を算出する。活動
量測定部は、加速度信号を用いて、被測定者の歩行だけでなく、家事やデスクワークなど
の様々な活動における活動量を算出することができる。活動量は、例えば、歩行距離、消
費カロリー、または、脂肪燃焼量などの被測定者の活動に関連する指標である。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４３】
　（付記１）　
　ハードウェアプロセッサと、メモリとを備える、情報処理装置であって、
　前記ハードウェアプロセッサは、
　　薬剤の情報と、前記薬剤を服薬すべき時間情報とを取得し、
　　前記薬剤の情報と前記時間情報とに基づいて、前記薬剤の効果が発生すると推定され
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る効果発生時間帯を算出し、
　　前記効果発生時間帯に基づいて、生体の情報を取得するための処理を実行するように
構成され、
　前記メモリは、
　　前記効果発生時間帯を記憶する記憶部、を備える情報処理装置。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４４】
　（付記２）　
　ハードウェアプロセッサと、メモリとを備える、情報処理装置であって、
　前記ハードウェアプロセッサは、
　　薬剤の情報と、生体の情報とを取得し、
　　前記薬剤の情報と、前記生体の情報とから、前記薬剤が服薬された時間情報を推定し
、
　　前記薬剤の情報と前記時間情報とに基づいて、前記薬剤の効果が発生すると推定され
る効果発生時間帯を算出し、
　　前記効果発生時間帯に基づいて、生体の情報を取得するための処理を実行するように
構成され、
　前記メモリは、
　　前記効果発生時間帯を記憶する記憶部、を備える情報処理装置。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４６】
　（付記４）　
　少なくとも１つのハードウェアプロセッサを用いて、薬剤の情報と、生体の情報とを取
得し、
　少なくとも１つのハードウェアプロセッサを用いて、前記薬剤の情報と、前記生体の情
報とから、前記薬剤が服薬されたと推定される時間情報を推定し、
　少なくとも１つのハードウェアプロセッサを用いて、前記薬剤の情報と前記時間情報と
に基づいて、前記薬剤の効果が発生すると推定される効果発生時間帯を算出し、
　少なくとも１つのハードウェアプロセッサを用いて、前記効果発生時間帯に基づいて、
生体の情報を取得するための処理を実行する、ことを備える情報処理方法。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４７】
１０…本体、
　１０Ａ…ケース、１０Ｂ…ガラス、１０Ｃ…裏蓋、
　２０…ベルト、
　３０…カフ構造体、３０ａ…一端、３０ｂ…他端、
１００…血圧測定装置、
　１０１…血圧測定部、



(6) JP 2019-115488 A5 2021.1.7

　１０２…記憶部、
　１０３…送信部、
　１０４…受信部、
　１０５…操作部、
　１０６…計時部、
　１０７…操作部、
１５０…携帯情報端末、
１７０…サーバ装置、
　１７１…取得部、
　１７２…算出部、
　１７３…記憶部、
　１７４…判定部、
　１７５…提示部、
　１７６…送信部、
　１７７…計時部、
２０１…ベルト部、
　２０１ａ…根元部、２０１ｂ…先端部、
　２０２…ベルト部、２０２ａ…根元部、２０２ｂ…先端部、２０２ｃ…小穴、
　２０３…尾錠、２０３Ａ…枠状体、２０３Ｂ…つく棒、２０３Ｃ…連結棒、
　２０４…ベルト保持部、
　２１１…出力装置、
　２１２…入力装置、
　２１３…制御部、
　２１４…記憶部、
　２１５…ドライブ、
　２１６…外部インタフェース、
　２１７…通信インタフェース、
　２１８…電池、
　２１９…圧力センサ、
　２２０…ポンプ駆動回路、
　２２１…ポンプ、
　２３１…押圧カフ、
　２４１…可撓性チューブ、
　２４２…流路形成部材、
３０１…カーラ、３０３…背板、
４０１…連結棒、４０２…連結棒、
４１１…出力装置、
　４１２…入力装置、
　４１３…制御部、
　４１４…記憶部、
　４１５…ドライブ、
　４１６…外部インタフェース、
　４１７…通信インタフェース、
　４１８…電源装置、
５０１…提示部、
　５０２…服薬時間受付部、
　５０３…効果発生時間帯受信部、
　５０４…血圧測定部、
６０１…服薬時間取得部、
　６０２…薬剤情報取得部、
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　６０３…効果発生時間帯算出部、
　６０４…生体情報取得部、
　６０５…判定部、
　６０６…提示部、
　６０７…薬剤情報入力部、
８０１…加速度センサ、
　８０２…気圧センサ、
　８０３…圧力センサ、
　８０４…温湿度センサ、
　８０５…開閉弁、
　８３１…センシングカフ、
　８４１…可撓性チューブ、
　８４２…流路形成部材、
１１０１、１２０１…服薬推定部、
１２０２…効果発生時間帯算出部。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
　前記判定制御部は、前記時間情報に含まれる時刻に測定された第１生体情報と、前記効
果発生時間帯に測定された第２生体情報とを比較して、前記薬剤が前記生体に有効である
かどうかを判定する、請求項２および５のいずれか１項に記載の情報処理装置。
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